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温泉水中の222Rn濃度日本最高値が増富温泉地域のA9号

泉で観測1,2)されたことが示すとおり、増富温泉は全国有

数の222Rn含有濃度で知られており、年間約7万人が訪れる

観光地であり、国民保養温泉地にも指定されている。 

増富温泉では大正3年から学術的な調査が行われ3)、無

数の源泉の調査結果が報告されてきた。 

それら文献上の無数の源泉の内、湧出量の大きないく

つかの源泉は入浴施設に利用されており、継続的な分析

が行われている。しかし、その他の湧出量が小さな多くの

源泉については、未利用のまま放置されており、ここ50年

ほど、資源としても学術の対象としても関心を集めるこ

とはなかった。 

特に本谷川右岸法面、大六天の湯付近に県道23号線を

挟み上下に無数の源泉が並ぶ源泉群1)（A9号泉を含む）に

おいては、平成13年5月20日の第52回全国植樹祭に合わせ

た県道拡幅工事、平成28年の県道上側法面養生工事によ

り県道の上側の源泉が埋め立てられてその多くが消失、

県道の下側の源泉は現況が不明となっている。 

そこで本調査では、今後の温泉資源調査の資料とする

ため、県道より下の河原崎下の湯、日暮淵（ひぐらしのふ

ち）、日受水などと呼ばれる源泉群 1,4,5)の推定位置付近を

調査し、文献上の源泉と比較し、その現況を明らかにする

こととした。 

調査方法 

 

文献1)を基に、本谷川右岸（図1）において平成29年4,5

月に一次調査として、源泉の探索を行った。令和2年4,5月

に二次調査として、新たな源泉の探索及び一次調査で222Rn

濃度が100 Bq/kg以上となった源泉の分析を行った。 

図1 山梨県地図、北杜市須玉町小尾地内拡大地図及び源泉位置（拡大地図本谷川以南は比志） 

河原崎下の湯 
推定分布範囲 

地図出典：国土地理院地図 
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発見された源泉は、次の方法で溶存物質量及び湧出量

を分析した。 

泉温：標準温度計。湧出量：定量容器による測定。電気

伝導率：交流二電極法。pH:ガラス電極法。222Rn:ゲルマニ

ウム半導体検出器による温泉水中ラドン濃度測定方法
6,7)。Na+、K+、Ca2+、Mg2+、Cl-及びSO4

2-:イオンクロマトグラ

フ法。HCO3
-:分離滴定法。ただしHCO3

-は二次調査時のみ。 

 

結 果 

 

一次調査時に25か所の源泉を確認した。本谷川上流側

から順に①～㉕と付番する（図1）。また、⑦付近に本谷

川河床から気泡が断続的に湧いており温泉の湧出が疑わ

れる地点が認められたが、湧出の確認及び採水する方法

が無かったため観察にとどめ、付番も行わなかった。 

二次調査では新たな源泉地点は認められず、⑤,⑨,⑮,

⑯,⑰の5源泉において湧出量減少のため採水不可能、㉓

は枯渇していた。 

各源泉の分析結果及び現地情報を国土地理院地図航空

写真に照らして得た緯度経度を表1に示した。 

泉温は、湧出量が微量である、温度計の破損等の理由に

より欠測が多かったが、その他全て20℃未満であったた

め記載を省略した。 

 

（１）湧出地点の様子 

①は湧出量のごく小さな湧出点から温泉水が水たまり

へ流入しているが、水たまりからの流出量はそれ以上で

ある。また、大きな水たまりの底から時折気泡が昇ってい

るため、主な湧出点は水たまり水面下と考えられた。しか

し、主湧出地点の特定が出来なかったため、水たまりの中

央付近の上澄みを採水して試験に供した。⑱は法面から

出ている塩ビ管から流出しているもので、真の湧出地点

がどこか、複数の源泉の湯を集めているのか否かなどが

不明である。そのほかの源泉は、岩の割れ目や土から水が

湧いており、周囲に黄赤で泥状の析出物が付着していた。 

①の写真を図2に、②～㉕の写真を図3に示す。 

 

（２）湧出量 

湧出量は①については構造上測定不能、②の一次調査

時は当時の携行品では測定不能、その他表1中で測定不能

としたものは、微量であるため測定不能であった。 

二次調査を行った源泉では⑧,⑭,㉑,㉒,㉔の5源泉で

湧出量が増大し、特に㉑では8倍以上に増大している。④,

⑪,⑬,⑱,㉕の5源泉では減少。⑤,⑨,⑮,⑯,⑰,㉓では採

水不能まで減少若しくは枯渇しているなど、その変化状

況は源泉によりばらばらであった。 

 

（３）溶存物質 

温泉中分析に必要な項目の分析を行っていないが、一

次調査分析値を基準値8)に照らすとすべての源泉が療養

泉に相当し、③,⑥,⑦,⑫,⑳,㉓の6源泉はナトリウム-塩

化物泉、④,⑧,⑮,⑰,⑲,㉑,㉒,㉔,㉕の9源泉が含弱放射

能-ナトリウム-塩化物泉、その他の10源泉が含放射能-ナ

トリウム-塩化物泉に相当した。 

二次調査における222Rn濃度について①,⑩,㉒では上昇

し、②,⑧,⑭,⑲,㉑では大きな変化なし、④,⑪,⑬,⑱,

㉔,㉕の源泉では減少した。そのため⑪,⑬では含放射線-

ナトリウム-塩化物泉相当から含弱放射線-ナトリウム-

塩化物泉相当に泉質が変化していた。 

 

（４）文献上の源泉との比較 

文献1)上、本調査対象地域には昭和17年時点では

A6,A7,A8,A9,A50号源泉（日暮淵、日受水）及び少なくと

も6つの源泉の属する源泉群（河原崎下の湯）が存在し、

昭和32年にもA6,A7,A8,A9号泉が確認されている9)。地図

上の位置から⑮以降が河原崎下の湯と推定されたが、文

献上個別の源泉の位置や外観などの説明や図がないこと

から源泉を同定することはできなかった。 

A6,A7,A8,A9号泉はいずれも湧出地点の模式図が文献

に描かれている。 

模式図1)(図2)によるとA9源泉は湧出量の小さい湧出点

ⓐから湧出した温泉水が流路に赤黄色の堆積物を残しな

がら水たまりⓑに流入し、ⓑの水面下でも湧出がみられ、

浅い水路を経て本谷川ⓒに流入する。この特徴は、①源泉

の湧出状況に類似していた。文献地図上の位置に比べて

①はやや東側にずれているが、おおむね近い位置にある。 

しかし、泉質を比較すると、1943年時点ではpH 6.3程

度、Cl- 4,100 mg/L程度、222Rn 23,000～160,000 Bq/kg程

度（中央値27,000 Bq/kg）であり、①の分析結果と比較す

るとCl-及び222Rn濃度に差異が認められ、同一の源泉とは

断定できなかった。 

ｃ

ａ

ｂ

ｃ

ａ

ｂ

図2 A9源泉模式図 1)及び①源泉写真 
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A6,A7,A8源泉の模式図に類似した源泉は確認できなか

った。 

A50号泉は、文献上に湧出地点の特徴を示す記録が無

く、現況と比較することはできなかった。 

安全上の理由で法面の上部の調査が十分でないため、

本調査で見落とした可能性もあるが、文献上にの源泉に

類似した源泉は①以外に源泉は認められなかったことか

ら、過去に確認された源泉はすでに枯渇している可能性

もある。 

一方、文献上に記載のない源泉も多く認められ、中には

10,000 Bq/kgを越える222Rnを含有する源泉も認められた。 

 

考 察 

 

一次調査、二次調査において湧出量が8倍に増加した源

泉もあれば枯渇した源泉もあるなど源泉毎にばらばらな

湧出量の変化状況が認められること、文献上に記載のあ

る源泉が認められず文献に記載の見られない源泉が認め

られたことなどから、本調査対象地域の源泉群では、地下

におけるメカニズムは不明ながらも時間の経過により古

い源泉の消失、新たな源泉の発生が起こっていることが

示唆された。 

本調査結果では④,⑪,⑬,㉕の4源泉において湧出量と
222Rn濃度が共に減少していた。同様の傾向は1942年11月か

ら翌年2月にかけて行われたA9号泉の調査10)においても認

められている。 

しかし、増富温泉地域の222Rn源は地表浅い場所に位置す

る226Raを含有する沈殿岩から発生した222Rnであることが

知られている1,11,12)。そのため、以前我々が調査した大六

天下左、左岸源泉群（いずれも本調査対象地域近傍の源

泉）においては湧出量が減少すれば、222Rn濃度は増大し、

湧出量が増大すれば222Rn濃度は減少する傾向が認められ

た11)。しかし本調査の④,⑪,⑬,㉕の4源泉はこれに反して

いる。 

その他、降水量に関係して222Rn濃度が変動する傾向が認

められた丹生沢源泉(本調査対象地域から北西に400 mほ

ど離れた位置にある源泉）もあるが11,12)が、本調査結果で

同時期に調査を行った結果222Rn濃度の増減がばらばらで

あるため、これとも異なる。 

本調査における222Rn濃度の変動についてはこれらとは

別のメカニズムよるものと考えられたが、そのメカニズ

ムを明らかにすることはできなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

 

文献上の源泉と同定できる源泉を発見することはでき

なかった一方、25個の療養泉に相当する源泉を発見した。 

古い源泉の消失、新たな源泉の湧出といった入れ替わ

りが起こっていることが示唆された。 

これら未利用の源泉の中には湧出量は多くないもの

の、高濃度に222Rn濃度を含有するものが認められ資源とし

て活用できる可能性がある一方、湧出量や溶存物質濃度

の変動も認められ、その原因も明らかではない。 

これらのことから、今後も定期的な調査が必要と考え

られた。 

（この報告の一部は令和3年2月9日開催の令和2年度地方

衛生研究所全国協議会関東甲信静支部第33回理化学研究

部会総会・研究会で発表した） 
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② 赤丸の箇所、岩の下の空間の奥から湧出。 
② 赤矢印のさらに奥から湧出している。 

堆積した赤黄色析出物の上を流れ本谷川へ流入。 

  

③ 赤丸の箇所から湧出。 

赤黄色析出物をほとんど認めない。 
⑤④ 赤丸の箇所から湧出。 

  

⑤左④右 岩の隙間から湧出。 

いずれも赤黄色析出物を認める。 

⑦左⑥右 赤丸の箇所岩の割れ目から湧出。 

赤黄色析出物をほとんど認めない。 

  

⑩⑨左⑧右 岩周辺の土から湧出。 

⑧は赤黄色析出物をほとんど認めない。 

⑩左⑨右 岩周辺の土から湧出。 

いずれも赤黄色析出物を認める。 

図3-1 湧出地点周辺写真 
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⑭⑬左⑫中⑪右 いずれも岩の割れ目から湧出。 

いずれも赤黄色析出物を認める。 
⑪ 頭が入る程度の大きさの洞穴の奥から湧出。 

  

⑪ 洞窟内には赤黄色堆積物が堆積している。 ⑭左⑬右  

  

⑰左⑯中⑮右 いずれも土から湧出。 

⑰は析出物を認めるが⑮⑯は不明瞭。 

⑳左⑲右⑱上 ⑱は塩ビ管から、⑲⑳は土から湧出。 

いずれも赤黄色析出物を認める。 

  

㉔左㉓㉒中㉑右 いずれも土から湧出。 

いずれも赤黄色析出物を認める。 

㉕左㉔右 いずれも土から湧出。 

いずれも赤黄色析出物を認める。 

図3-2 湧出地点周辺写真 

 


